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図6授業のホワイトボード
(左はWisAは数A,WisCは数C)
次に見学した物理の授業では教室に30人程の生徒
がいた。単元は，仕事とエネルギーに関する内容で
あった。始めに教師はミニサイズのピストンがつい
た動滑車の実験を演示し，その説明をしながら質問
も受け付けていた。生徒はその都度出てきた疑問に
対して手を挙げ，教師はタイミングを見て指名し，
その回答に納得したら手を下ろしているようだっ
た。授業者によれば，こういった進め方はオランダ
では一般的なのだそうだ。その後,10分程度の演習
時間となった。演習課題は教科書に示されており，
人によって異なる課題に取り組んでいるようであっ
た。最後に課題発表の時間が確保されており，使っ
た知識とその実生活での役割について演習をしなが
ら回答していた。生徒がよく発表し，授業に参加し
ているという印象が強かった。
図8ChristelijkLyceumZeistの校舎
この学校にはユトレヒト大学のU-talentプロ
グラムと学校独自のプログラム(CLZscience
academy)が全部で28コー スも用意されており，希
望すれば生徒が参加できるチャンスがある。ここで
も,BobLefeber氏は,学校の授業だけでは英才は
力を発揮できない，英才にはもっと難しい課題を用
意すべきである，という話をされていた。
プログラムへの参加者数には制限があるので，ど
うやって選抜をするのかが重要である。この学校で図7使用されていた物理の教科書
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は，プロポーザルと面接で学校の勉強と研究の時間
がマネージメントできるかを評価され，参加の可否
を決める制度になっていた。学校としてこのような
制度を整備しているのは,大学入試とも関係がある。
オランダの大学入試については，制度上は前段階の
デイプロマを持っていれば希望の大学・学部に行け
ることになっているが，人気のある大学・学部・コ
ースに行く場合には，卒業試験の筆記試験50％，調
査書（生徒の活動記録）50％が評価される。前半の
50％だけでも生徒はプレッシャーなので筆記試験の
勉強を頑張るのだそうだ。その意味では、日本と似
た状況になっている。先進的なプログラムに参加す
ることは，生徒にとって志望を叶える手段としても
有効である。
最初の2人組の生徒は，大学直前の学年（18才）
でU-talentに参加し,3Dプリンター の製作をしてい
た（図9参照)。開発途中だそうだが,3Dプリンタ
ーで作ったパーツを組み合わせて3Dプリンターを
作るという面白い試み。放課後や週末に大学に行っ
て作っていたらしい。
図9U-talentプログラムで3Dプリンターの
製作をしている生徒
2組目は骨の研究。ユトレヒト大学博物館で骨を
調べて紙で骨のモデルを作り，強度測定を行ってい
た。生物学と数学に興味がある生徒。将来は医療関
係に進みたいとのこと。
3組目の生徒は「カビの研究」(U-talentプログ
ラム）と「数学の研究」（学校独自のプログラム）
を2つ行っていた。その生徒は数学に興味があり，
研究者にも興味があるが将来は経済関係の勉強もし
たいという。
プログラムに参加したどの生徒も週末になると大
学へ行き，研究を行うため，学校の課題などを行う
時間の確保が大変だと言っていた。これは日本でも
オランダでも同じ状況である。ただし，このプログ
ラムを学校が応援・サポートしており，その取り組
みが大学入試に反映されるというところが日本とは
大きく違う。また，この活動は生徒が将来やりたい
ことの選択肢を増やす機会になっているようであっ
た。実際にインタビューをした生徒からも，必ずし
も行った研究を生かした学部を志望しているわけで
はないことが伺えた。生徒が大学レベルの教材に触
れ，研究活動することで，その分野における学問的
な広がりを認識できるようになり，明確な学部選択
が可能になる。
U-talentのような高大連携活動は基本的には高校
生と大学をつなぐものであるが，生徒を通じて高校
と大学のネットワークができ，生徒が近所の学校で
研究交流を行うことで，教員同士のつながりも自然
にできる。さらに,U-talentプログラムは大学レベ
ルの内容なので，学校で指導する生徒がわからない
ことに高校の先生も一緒に取り組むことで，ステッ
プアップできる。生徒が頑張ることが，教師のモチ
ベーションになっている，と言っていたことも印象
的であった。
図10．左からChristelijkLyceumZeistのBobLefeber氏，
渡會，伊藤，フロイデンター ル研究所のvanderValk氏
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B｡ユトレヒト大学博物館への訪問
22日の午後はユトレヒト市内に戻り，ユトレヒト
大学の博物館を見学した（図11)。ユトレヒト大学
博物館は，大学附属の博物館らしく，大学の歴史と
研究との繋がりに力点が置かれた展示になってい
た。また，展示はすべて本物というポリシーも貫か
れていた。例えば，大学で医療を学ぶ際に必要な動
物標本や力学の教材などが，どう行った形で教育・
研究に利用されているかが説明されていた（図12,
13)｡特に医学に関する資料･試料は非常に多くあり，
ホルマリン漬けにされた本物の人間の臓器や胎児標
本，医療教育で使用された馬の輪切り標本などもあ
った。この中にはU-talentプログラムで使用されて
いた，カビを繊維素材として利用する研究なども紹
介されており，高校→大学→博物館を通じた研究の
一般普及への繋がりが意識されている｡高校生には，
U-talent等を通じて最先端の科学に興味を持っても
らい，興味がある学生が有利になる制度を使い，大
学は良い学生を確保する。大学で得られた研究成果
は，高校生の活動や博物館の展示を通じて市民に普
及していく。こういった循環の中で市民に対しても，
科学の意義や役割についても考えてもらうことがで
きる。
図11ユトレヒト大学博物館
図12馬の解剖実験標本
図13力学の演示実験教材
余談であるが，博物館の近くにミッフイーの絵本作
者，デイック・ブルーナ氏の博物館があり，2017年2
月にブルーナ氏が亡くなったことを受け，博物館前の
ミッフイーの像に多くの花が手向けられていた。
図14ディック・ブルーナ八ウス前のミッフィー
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g.イノベーシヨンスクールWindroos訪問
23日はユトレヒト市街からバスで30～40分ほ
ど離れた,WijkBijDuurstedeにあるWindroos
小学校を訪問した。この学校はオランダ語で，
vernieuwingsschoolvoorbasisonderwUsとあり，
直訳すると｢初等教育でのオルタナティブスクール」
となる。これにうまく当てはまる日本語訳が見当た
らないが，ポリシーとしては①異なる学年が同時に
学ぶ環境②創造的な活動を重視(モンテッソーリ
とは異なる)，③カリキュラムや行事などの自由度
が高い環境，などが挙げられている。日本にもオル
タナテイブスクールという言葉があるようだが，意
味合いは全く異なる。
籾r謬聯
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図15Windroos小学校
我々の訪問に対応していただいたのはAnouk
Geelen氏（女性)。学校は小規模で4才から12才ま
での生徒数が150人，1クラスは最大30人程度であ
る｡我々が見学した教室は30人規模の部屋だったが，
色々なタイプの机，椅子があり，生徒が選べるよう
になっている。中央には映像を投影できるスクリー
ンがあった。時間割のベースは決まっているが，状
況によって教師がマネージメントできる。生徒（児
童）は異なる2つのレベルの混合クラス（日本の5
年生と6年生が一緒のクラス）で，危険なことをし
ない限りは何をしていても怒られない雰囲気だっ
た。授業中に勝手にトイレにいっても，足をブラブ
ラさせても構わない。ただ，聞くべき時に聞くこと
が重要である。日本の学校の先生が見たら，かなり
驚く状況だろう。
授業の題材は3月に行われた実際の選挙につい
て。当時，保守派の政党が勢力を拡大している状況
であり，ヨーロッパ全体の今後の情勢を占う選挙と
言われていた。政党と支持率のグラフの読み取り，
分析を議論しながら行い，最後に連立の組み合わせ
の予想を行っていた。クラス内には，内容について
いけない子どももいたが，教師や年上の学年の子が
フォローしていて全体的にはそれなりの形になって
いた。
授業後にGeelen氏に話を聞いたが，オランダでは
小学校教員はほとんどがパートタイムで彼女は週3
日の勤務だそうだ。週の1日は修士号を取るべく大
学で勉強し,残りの日は家事や休息時間としている。
担任は2人いるので，そのパートナーと相談しなが
ら日程を決めることができる。基本的には学校の仕
事は民主的に物事が決まり，トップダウンで仕事が
決まることはない，と言っていた。日本の現場も決
定はある程度民主的かもしれないが，選択肢が少な
く，慣例に縛られている。日本では政府主導で「働
き方改革」なるものが議論されているが，そんな議
論自体がオランダでは不毛である。日本とは文化・
背景が全く異なり，単純な比較は困難であるが，少
なくともオランダの労働環境は現在の日本の教育現
場が見習うべきものが多いと感じた。
10．まとめ
今回の訪問では多くの刺激を受けた。まず,理数
教育の考え方である。日本では，原理・法則が重視
され，その応用が少ないのに対し，オランダでは，
原理・法則ももちろん行うが，応用に力を入れてお
り，生徒にとって学ぶ意味が分かりやすい題材・教
材が多かったように感じた。数学だけでなく物理学
も，その応用例が意識されており，例題も現実世界
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を題材としたものが多く，テキストの問題もそのポ
リシーが徹底しているように感じられた｡また，高
大連携事業を通じて数理教育を実際に強化されてい
ることも感じられた。中には，我々が手を出せそう
な例もあり,今後の連携に生かすことができそうな
印象を受けた。
「何のために，数学や理科を学ぶのか？」という
本質的な問いに，日本の生徒・教師は答えることが
できるのだろうか。もちろん，理想は掲げることは
可能だが，現実的・実質的には「大学入試のため」
と答えざるを得ない生徒・教師が多いのが現状では
ないだろうか。2015年の国際数学・理科教育動向調
査(TIMSS2015)の結果によれば，中学校におい
て理科が「日常生活に役立つ｣，「将来、自分が望む
仕事につくために，良い成績をとる必要がある」と
思う生徒の割合は国際平均と比べて20％以上低い値
を示している（数学は10％～16％低い）［6]。2003
年の調査結果と比較すると，差が縮まっている傾向
はあるが，相変わらず日本の数学・理科は国際平均
と比べて低いままである。その原因がどこにあるの
か筆者にはわからない。しかし，オランダでは，数
学や理科の教育活動の中には，理論だけでなく必ず
応用が含まれており，なぜ数学・理科を学ぶのかを
常に生徒と教師に問うている｡こういった環境では，
学ぶ意味が自然に浸透し，受験勉強だけでない，多
様な価値観が生まれるのではないだろうか。
教育全体に関しても，生徒への平等性の考え方が
日本とは違っていた。英才だけでなく，様々なレベ
ルの生徒に対応する，ということが自然に行われて
いたように感じた｡全ての生徒に同じものを提供し，
同じレベルまで引き上げる，のが日本の平等性であ
るが，それぞれの生徒のレベルにあった教育の質と
量を提供するのがオランダの平等性である。実際に
小中高と見てきたが，自由な雰囲気の中でも生徒は
のびのび育っている。文化の違いといってしまえば
それまでだが，「自由・平等」に対する根本的な考
え方の違いを目の当たりにし，何が生徒にとって良
いことなのか,ということを再考する機会となった。
この経験を今後の理数教育や高大連携事業や学校
業務に役立てたいと考えている。
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